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論文の内容の要旨
本研究の呂的は、右の手のひらで患者の腹部を押し、臓器の形態や圧痛を調べる単手触診動作の教示を支
援することである。従来の触診動作の教示・学習支援システムの多くは、 1重蕩や臓器の仮想的な物理モデル
を構築し、学習者がそれらに触れた時の反力を提示することで、症例を事前体験させることを呂的としてお
り、指導者の動作手法の教示支援の研究はほとんどなされてこなかった。そこで本研究では、指導者の触診
動作における手のひらの圧力分布を学習者に分かりやすく提示する手法を研究する。
触診動作では、圧力分布の時間的な変化が重要となる。そのため本研究では、「学習者が右手を動作させ
ながら、指導者の圧力分布を知覚できるようにすることよ「学習者が動作させている右手に指導者の圧力分
布を提示しないことjを考慮し、これらの条件を満たす視覚情報提示手法と、視覚情報と力覚情報を併用し
た提示手法を考案した。両手法では、指導者と学習者の圧力の差の向き(上下方向)の分布を示す色を、学
習者の右手の上に投影する。これに加え、視覚情報提示手法では、指導者の庄力分布を示す色を指導者の手
の映像に合成した動画像を、学習者の左手前に投影する。視覚情報・力覚情報を併用した提示手法では、直
動アクチュエータを用いて、指導者の圧力分布を学習者の左手に提示する。
まず視覚情報提示手法により指導者の圧力分布を教示する実験を行った結果、従来の手法に比べ、視覚情
報提示手法が一定の圧力分布の教示に有効であることが示された。さらに、視覚情報提示手法、視覚・力覚
情報提示手法のそれぞれの支援について、被験者に指導者の触診動作に追従させる実験を行った。この結果、
視覚・カ覚情報提示手法は、圧力分布の時間変化の点で、視覚情報提示手法より優れていることが示された。
審査の結果の要旨
手技をおこなっている手のひらが対象に対して加えるべき力を主体者に教示しようとしても、その手のひ
ら自身に触覚を提示することができない。そこでこの論文では、視覚的な情報提示と、手技をおこなわない
方の手のひらに対する触覚提示を組み合わせた手法を提案し、実験によりその有効性を示した。この研究で
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得られた知見は、さまざまな手技の技能を伝達するシステムに応用可能であり、博士論文として十分な成果
を有している。
平成 24年l丹24日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
479 
